
 ２０１１年 １１月５日（土） １３：００キックオフ 会場 ：東近江布引運動公園

天候 ：雨

Honda FC 0 1 MIOびわこ草津

　

　
　

所　属 得点

1 鋳造2 7

1 ﾌﾟｰﾘｰ加工 7

3 製造 4

 4 TM技術 3

4 調達保証 3

得点 6 調達保証 2

1 17 7 品質管理 1

2 16 7 TM管理 1

2 16 7 TM組立 1

4 13 7 TM管理 1

4 13

6 12

7 11

8 10

8 10

後期 第１４節

０－０
０－１  

勝又　慶典 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

宇野沢　祐次 長野ﾊﾟﾙｾｲﾛ

須藤　壮史

ﾄﾞﾗｶﾞﾝ･ﾃﾞｨﾐｯﾁ 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

鈴木　崇文 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

FC琉球

松本山雅

若林　学 栃木ウーヴァ

高橋　駿太

木島　徹也 川島　大樹

柴田　潤一郎

松田　正俊 ﾌﾞﾗｳﾌﾞﾘｯﾂ秋田

所　属選　　手　　名

有光　亮太 V・ﾌｧｰﾚﾝ長崎

観客：１２６３人

選　　手　　名

牧野　泰直

伊賀　貴一

中川　裕平

細貝　竜太

香川　大樹

吉村　和紘

新田　純也【JFL得点ランキング】※11月6日時点

【Ｈonda FC出場メンバー】

石橋

事務局長

【他会場カード】

【総合成績表】※11月6日時点

第１３回 日本フットボールリーグ速報

ＰＳ 選　　手　　名 シュート 時間 交代選手 シュート

1 ＧＫ 中村　元

2 川嶋　正之

4 安部　裕之

5 牧野　泰直 1

14 桶田　龍 71分 西　望実

7 糸数　昌太

18 須藤　壮史 1

24 香川　大樹 1

9 新田　純也 1 62分 伊賀　貴一 1

13 細貝　竜太 76分 吉村　和紘

17 中村　祐哉 2

ＤＦ

ＦＷ

ＭＦ

順位 勝点 試合 勝利 敗戦 引分 得点 失点 得失点

1 SAGAWA SHIGA FC 55 28 18 9 1 51 32 + 19

2 AC長野パルセイロ 51 27 15 6 6 37 22 + 15

3 町田ゼルビア 46 27 13 7 7 49 25 + 24

4 ツエーゲン金沢 45 27 13 8 6 44 29 + 15

5 V･ファーレン長崎 45 27 12 6 9 46 33 + 13

6 松本山雅FC 44 28 12 8 8 50 37 + 13

7 FC琉球 43 27 13 10 4 42 31 + 11

8 ホンダロック 43 27 11 6 10 43 35 + 8

9 Honda FC 39 27 11 10 6 31 30 + 1

10 カマタマーレ讃岐 39 27 11 10 6 37 38 - 1

11 ブラウブリッツ秋田 35 27 10 12 5 33 38 - 5

12 佐川印刷SC 32 28 9 14 5 33 55 - 22

13 栃木ウーヴァFC 31 27 8 12 7 29 39 - 10

14 MIOびわこ草津 31 27 9 14 4 34 53 - 19

15 横河武蔵野FC 25 27 6 14 7 23 30 - 7

16 アルテ高崎 25 27 6 14 7 29 45 - 16

17 ジェフリザーブズ 17 27 4 18 5 18 50 - 32

18 ソニー仙台FC 13 14 2 5 7 12 19 - 7

チーム名

【得点】

横河武蔵野 0-0 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

ジェフR 0-1 長野ﾊﾟﾙｾｲﾛ

ﾂｴｰｹﾞﾝ金沢 4-1 佐川印刷

BB秋田 3-2 松本山雅

FC琉球 1-3 V・長崎

ホンダロック 0-3 SAGAWA

ソニー仙台 3-0 ｶﾏﾀﾏｰﾚ讃岐

栃木ｳｰｳﾞｧ 0-1 アルテ高崎

なし

【Honda FC得点ランキング】

1失点が重く、追いつくことが出来ずに敗戦！

【ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰ】 【試合前整列】

【戦評】
前節、５節ぶりにホーム都田で勝利を飾り、勢いをつけるには連勝でいきたいHonda FC。対するMIOびわこ草津もここ３節、２勝１分けと好調。どちらが勢いを増すか、

負けられない戦いはキックオフされた。開始から膠着状態が続き次第にゲームの流れが見え始める。Hondaはビルドアップしながらサイドからの攻撃に活路を見出そ

うとするが、チャンスを簡単には作れない。MIOは守備の意識が高く、しっかり守って奪ったボールを前線に入れ、スペースがあるうちに攻めきろうとしてくる。時折仕

掛けるカウンター攻撃にヒヤリとさせられる。前半のチャンスは３３分、細貝の鋭いクロスが相手に当たりあわやオウンゴールの場面と３５分、香川の右サイドからのク

ロスに合わせた新田のダイビングヘッドが惜しくも枠を逸れ得点ならず前半を折り返す。後半に入って５０分、右CKからの混戦を押し込まれ先制を許す。追いつきた

いHondaは攻めにパワーをかけて行くものの、呼吸が合わずミスも絡み、相手守備網を崩せない。逆にカウンター攻撃を受け、度々失点のピンチを向かえる。最後に


